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q
災
害
時
に
、
区
と
地
元
医
師

会
等
が
連
携
す
る
協
定
と
あ
わ
せ

て
、
区
内
総
合
病
院
と
の
連
携
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
区
、
医
師
会

等
の
各
種
団
体
と
総
合
病
院
の
三

者
が
相
互
の
連
絡
体
制
を
構
築
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
重
要

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

区
長

q
初
動
医
療
体
制
と
し

て
地
元
医
師
会
等
と
協
定
を
交
わ

し
、
救
護
所
に
医
療
救
護
班
の
派

遣
を
求
め
る
な
ど
の
体
制
を
整
え

る
一
方
、
重
度
の
負
傷
者
は
、
災

害
拠
点
病
院
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
拠
点
病
院
以
外
の

総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な

連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
役
割
分
担

や
情
報
伝
達
手
段
な
ど
を
構
築
し

て
お
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
の

で
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

併
せ
て
必
要
な
検
討
を
行
う
。

新
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領

に
則
し
た
健
全
な
中
学
校
教
科
書

採
択
に
つ
い
て

q
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
趣

旨
に
最
も
適
し
た
教
科
書
を
、
不

災
害
情
報
な
ど
を
商
店
街
の
放
送

設
備
を
利
用
し
て
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
。
o
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
で
情
報
提
供
し
て
は
。
!0
で
き

得
る
限
り
の
方
法
を
使
っ
て
区
民

に
漏
れ
な
く
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
は
。

区
長

q
3
平
成
22
年
度
に
完

了
し
た
。
向
き
な
ど
を
調
整
し
、

一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
と
考
え

る
。
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、

専
門
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
吹

き
込
み
を
予
定
し
て
い
る
。
e
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
伝
達
手
段
の
一

つ
で
、
周
知
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
w
e
r
有
効
性

は
認
識
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
技
術
は
進
歩
が
著
し
く
財
政
負

担
も
大
き
い
の
で
慎
重
な
検
討
が

必
要
だ
。
!0
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
等

を
基
本
と
し
、
新
し
い
手
法
に
つ

q
防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化
し

た
も
の
は
交
換
す
る
と
し
て
い
た

が
3
実
施
状
況
と
効
果
は
。
e
根

本
的
な
対
策
に
な
る
の
か
。
w
防

災
ラ
ジ
オ
を
区
民
に
提
供
し
て
は
。

e
電
話
で
防
災
行
政
無
線
の
放
送

音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
自

動
応
答
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
は
。

r
耳
が
不
自
由
な
方
に
防
災
伝
言

板
の
提
供
を
。
t
消
防
庁
の
メ
ー

ル
配
信
と
整
合
が
と
れ
る
よ
う
な

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
は
。
y
区
立
幼
稚
園
や
保
育
園

で
も
保
護
者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
は
。
u
区
有

施
設
な
ど
に
災
害
救
援
ベ
ン
ダ
ー

自
動
販
売
機
や
電
光
掲
示
板
を
設

置
し
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
情

報
に
緊
急
放
送
を
流
せ
る
よ
う
に

広
告
提
供
会
社
と
協
議
し
て
は
。

i
商
店
街
連
合
会
等
と
協
働
で
、

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

企
画
部
長

t
災
害
関
連
情
報

の
提
供
を
開
始
し
た
。
消
防
庁
の

メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。
y
複
数
の
通

信
手
段
に
よ
り
確
実
に
連
絡
す
る

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
u
自
動

販
売
機
は
一
部
で
導
入
を
す
す
め

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

事
業
は
活
用
の
可
能
性
や
具
体
的

な
条
件
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
。

i
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

o
調
査
検
討
し
て
い
く
。

学
校
施
設
等
の
非
構
造
部
材
等
を

含
め
た
耐
震
化
に
つ
い
て

q
耐
震
診
断
に
は
非
構
造
部
材

の
診
断
は
含
ま
れ
て
い
た
の
か
。

改
築
や
改
修
し
た
施
設
に
お
い
て

も
耐
震
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
の

か
。
w
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
点
検

す
る
な
ど
し
て
、
早
急
に
非
構
造

部
材
な
ど
を
含
め
た
耐
震
対
策
の

実
施
を
。
e
東
日
本
大
震
災
の
際
、

京
陽
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
の
一
部

が
道
路
に
落
ち
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
埋
め
て
対
処
し
た
よ
う
だ
が
、

耐
震
性
は
大
丈
夫
か
。
区
有
施
設

の
フ
ェ
ン
ス
等
も
耐
震
性
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
は
。

教
育
次
長

q
非
構
造
部
材
等

は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
屋

内
運
動
場
の
天
井
を
軽
量
素
材
と

す
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
て
い
る
。

w
区
独
自
で
も
点
検
表
を
も
と
に

安
全
確
認
を
し
、
教
育
委
員
会
へ

の
報
告
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
専

門
性
の
高
い
も
の
は
技
術
職
員
の

派
遣
等
を
し
て
い
る
。
今
後
は
、

区
有
施
設
も
含
め
、
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
く
。
e
耐
震
性
に
は
問

題
が
な
い
。
塀
や
フ
ェ
ン
ス
は
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
定
期
点
検
項

目
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
結
果

を
踏
ま
え
て
更
な
る
安
全
確
保
に

努
め
て
い
く
。

事
業
継
続
計
画
（
地
震
編
）
の

策
定
に
つ
い
て

q
情
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー

設
置
場
所
に
災
害
が
発
生
し
て
も

区
役
所
業
務
に
影
響
が
発
生
し
な

い
こ
と
を
、
区
が
自
ら
検
証
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
w
事
業
継
続

計
画
と
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
お
よ
び
災
害
復
旧
計
画
を

策
定
し
て
は
。
e
都
の
被
害
想
定

を
待
た
ず
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
事

業
継
続
計
画
の
早
期
策
定
を
進
め

ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
完
成
予
定

時
期
を
含
め
所
見
を
。
r
完
成
後

に
は
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
は
。

企
画
部
長

q
別
の
場
所
で
の

デ
ー
タ
保
存
な
ど
、
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
委
託
先
で
は
、
必
要
な

対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
w
e
平
成
21
年
度

に
作
成
を
完
了
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
災
害
復
旧
計
画
の
内

容
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
後
、

更
に
調
査
や
改
善
を
進
め
る
。

r
昨
年
、
実
地
の
復
旧
訓
練
を
実

施
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
実
効
性

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

沢田　洋和　議員（自民）

災害時の区内総合病院との
連携について

災
害
時
の
区
民
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て

浅
野
　
浩
之
　
議
員

（
公
明
）

当
な
外
部
か
ら
の
圧
力
に
屈
す
る

こ
と
な
く
公
正
公
平
に
採
択
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長

q
教
育
基
本
法
な
ら

び
に
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
本
区
の
実
態
等
に
合
わ
せ

て
公
平
公
正
な
採
択
に
努
め
る
。

学
校
の
安
全
に
つ
い
て

q
本
区
は
近
隣
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
は
進
ん
で
い
る
が
、
再
確

認
が
必
要
だ
。
大
阪
教
育
大
附
属

池
田
小
学
校
で
は
、
安
全
科
と
い

う
、
身
を
守
る
必
要
と
術
を
学
ぶ

授
業
を
始
め
た
そ
う
だ
が
、
本
区

も
ソ
フ
ト
面
で
あ
る
安
全
に
対
す

る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

教
育
長

q
ソ
フ
ト
面
の
取
り

組
み
と
し
て
不
審
者
侵
入
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
避
難
や
警

察
到
着
ま
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
各
教

員
は
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
、
来

校
者
へ
の
声
か
け
を
徹
底
す
る
な

ど
防
犯
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
い

る
。
市
民
科
を
中
心
と
し
た
防
犯

教
育
に
も
力
を
入
れ
、
子
ど
も
の

安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

大
井
・
西
大
井
地
区
の

安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

q
補
助
163
号
線
の
一
本
橋
通
り

の
3
工
事
の
進
捗
状
況
は
。
e
歩

道
、
車
道
と
も
凹
凸
が
激
し
く
危

険
と
聞
く
が
、
一
時
的
に
整
備
等

を
し
て
は
。
w
光
学
通
り
を
含
む

補
助
205
号
線
の
工
事
の
3
進
捗
状

況
は
。
e
迂
回
路
の
安
全
対
策
を

区
が
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
4
自
転
車
道
設
置
の
予
定
は
。

5
大
井
二
、
三
丁
目
の
間
の
交
差

点
へ
の
信
号
機
の
設
置
が
必
要
で

は
。
e
滝
王
子
通
り
の
避
難
道
路

機
能
強
化
事
業
の
よ
う
な
整
備
は

早
急
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
現
状
の
道
幅
で
も
機
能

を
果
た
せ
る
よ
う
沿
道
の
建
物
の

耐
震
化
や
電
線
の
地
中
化
等
に
よ

り
現
実
的
な
整
備
を
進
め
て
は
。

区
長

q
3
平
成
23
年
度
末
の

完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
e
改
善

が
必
要
な
箇
所
は
迅
速
な
対
応
に

努
め
る
。
w
3
完
成
は
24
年
度
に

な
る
見
込
み
だ
。
e
企
業
者
責
任

だ
が
、
企
業
者
工
事
に
つ
い
て
も

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
く
。
4
交
通
管
理
者
と
の
調
整

を
進
め
て
い
く
。
5
設
置
に
向
け

た
調
整
を
行
っ
て
い
く
。
e
短
期

間
で
の
拡
幅
整
備
は
非
常
に
難
し

い
状
況
だ
。
拡
幅
用
地
部
の
建
築

規
制
と
耐
震
建
替
え
助
成
や
不
燃

化
建
築
助
成
を
行
い
な
が
ら
、
沿

道
建
築
物
の
防
災
性
を
高
め
る
努

力
を
粘
り
強
く
行
っ
て
い
く
。

み
ど
り
を
守
る
区
の
施
策

に
つ
い
て

q
樹
木
に
は
天
然
記
念
物
ま
た

は
保
存
樹
と
し
て
指
定
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
が
3
指
定
す
る
所
管
が

違
う
こ
と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

な
い
よ
う
に
、
樹
木
の
維
持
管
理

を
専
門
的
、
技
術
的
に
支
援
す
る

窓
口
を
一
元
化
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
。
e
管
理
者
が
公
平
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
補
助
の
仕
組
み
や
周

知
の
方
法
を
見
直
す
こ
と
が
必
要

で
は
。

都
市
環
境
事
業
部
長

q
3
大

切
な
樹
木
を
守
る
と
い
っ
た
観
点

で
は
天
然
記
念
物
で
あ
っ
て
も
、

保
存
樹
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
は
な

い
の
で
、
今
後
と
も
十
分
に
連
携

を
図
っ
て
い
く
。
e
支
援
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
公
平
に
な
る
よ
う

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。
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